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国際科学オリンピック講習会を通じた科学技術人材の育成
―各科目における講習内容の概観と生徒の参加状況の分析―

学校経営支援課 平田 義明 折口 浩二 秋山 治彦 谷 啓二

教職員研修課 住友 咲子

要 旨

本県が実施している国際科学オリンピック講習会について，各科目における講習内容等に

ついて概観した。また，生徒の参加状況からは，複数年にわたる継続した参加や複数科目に

またがった参加も見られるなど，理数分野への高い意欲をもつ生徒の科学技術体験の機会と

なっており，科学技術人材の育成に寄与している様子がうかがえた。

キーワード：国際科学オリンピック，国際科学オリンピック講習会，科学技術人材の育成

Ⅰ はじめに

国際科学オリンピックは，高校生以下が参加する，数学，物理，

化学，情報，生物学，地理，地学についての国際大会の総称である。

教科ごとに行われる国内大会には，高校生以下の生徒であれば誰で

も自由に参加することができ，選抜後は日本代表として国際大会に

派遣される。2020年のオリンピック・パラリンピック競技大会の東

京開催に合わせ，この前後に，多くの科目の国際大会が日本で開催

される予定となっている（表１）。

近年，国際科学オリンピックの国内大会への

参加者数は増加傾向にある（図１）。この理由

として，まず，レベルの高い思考を求める出題

内容が，理数分野への高い意欲をもつ生徒にと

って魅力的なものである点が挙げられる。さら

に，大会を通じた生徒相互の交流が刺激となっ

ている点も大きい。また，これらのことが，一

定数の高校教員に理解されており，生徒に向け

て広報されていることも，普及・拡大に貢献し

ていると考えられる。

科学技術振興機構及び文部科学省は，国際科

学オリンピックに対する支援を行っている。

2018年には，各教科別に行っている大会運営や

広報活動などを横断的に支援する組織として

「日本科学オリンピック委員会」が発足した。

その目的は，「科学技術人材育成」であり，「国や自治体，教育・学術機関，産業界をつなぎ，産

学官連携によるオールジャパンでの科学技術人材育成の推進を目指す」とされている。同委員会の
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図１ 国際科学オリンピック国内大会への
参加者数（７科目合計）の推移

〔年〕

「科学オリンピックをめぐる現状と次世代の科学技術イノベー

ションを担う人材の育成について」より

表１ 国際科学オリンピック
の日本での開催
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Webページには，「未来に向けてグローバルに活躍できる科学系リーダーを育てよう」とあり，さ

らに，「科学系分野で世界をリードできるトップクラスの人材を育てることは，日本のグローバル

競争力を高めるうえで，もっとも重要な課題です。国内外で開催されている科学オリンピックは，

生徒たちの豊かな才能を伸ばし，世界に視野を広げるチャンスを提供することで，優れた科学技術

人材を育む場となっています。」と述べられている。

本県教育委員会においては，主として高校生を対象とし，数

学，物理，化学，生物，地学の５科目について，国際科学オリ

ンピック講習会を実施している（図２）。その目的は，理数分

野への高い意欲をもつ生徒の国際科学オリンピックへの挑戦を

支援し，科学技術人材の育成を目指すことにある。

本センターは，県教育委員会学校教育課及び県内大学と連携

し講習会の運営等を行っている。講習会の内容は，主として過

去に出題された国内大会の問題の解説が中心であり，県内大学

である，徳島大学，鳴門教育大学の先生方に講師を依頼してい

る。講師の多くは，高大連携事業等で県内高校とのつながりが

深く，生徒の実態等をよく把握してくださっており，興味関心

を高めることをねらった話題の提供など，効果的な講義を実施

してくださっている。また，理科の科目においては，必要に応

じて，本センター指導主事が関連する補足説明を行ったり，観

察，実験を取り入れたりするなど，参加生徒の理解促進や意欲

向上に向けた工夫を行っている。

本研究では，本県が実施している国際科学オリンピック講習会について，各分野における講習内

容を概観するとともに，生徒の参加状況を分析し，その成果を検証する。

Ⅱ 研究の仮説

理数分野への高い意欲をもつ生徒に対して，国際科学オリンピックへの挑戦を支援するための講

習会を実施することは，科学技術人材の育成に寄与するであろう。

Ⅲ 研究の実際

１ 本県の国際科学オリンピックに向けた取組のはじまり

本県の国際科学オリンピックに向けた取組は，学力向上関連施策の一つとして実施されてきた。

国際科学オリンピックで扱われる内容は，理数分野への高い意欲をもつ生徒にとって魅力的なも

のであり，将来の学びに向けた意欲を喚起するものである。国際科学オリンピックに向けて，仲

間とともに挑戦し，切磋琢磨することは，本人の学力向上につながり，また，このようなトップ

層の育成により，本県全体の学力向上にもつながると考えられた。

この取組のスタートは，平成24年度より実施された「高校生夢・チャレンジ事業」であった。

この事業は，それまでに実施されてきた「学力向上推進事業」，「高校生夢・未来育成事業」の成

果を踏まえた学力向上施策として企画されたものであり，「Ａ スクール・夢・チャレンジ」及び

「Ｂ 科学五輪・チャレンジ」の２つのタイプが含まれていた。実施要項には「趣旨」として，「『Ａ

スクール・夢・チャレンジ』においては，各指定校において，『理科，数学や英語等，学校，学

図２ 科学オリンピック講習会の
案内用ちらし
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科の特色に応じた教科等に関する先進的な指導方

法，教材の工夫』や『学習習慣の定着や学習意欲

向上のための指導方法，教材の工夫』等の事前に

示された研究課題を実践することを通して，また，

『Ｂ 科学五輪・チャレンジ』においては，国際科

学オリンピックや科学の甲子園に出場することを

通して，生徒の探究心や学ぶ意欲，将来の進路を

考える力等を養い，学力向上に対するモチベーシ

ョンを高め，進路実現へとつなげていくための具

体的な取組を実践し，さらに，その成果を本県全

体に普及し，すべての高校で教育活動のレベルア

ップを図ることを目的とする」とされていた（図３）。

「Ｂ 科学五輪・チャレンジ」においては，「国際科学オリンピック徳島県予選出場のための講

習会」，「科学の甲子園徳島県大会」，「理数教育に関する高校生対象セミナー」のいずれか，また

は，複数の取組を通し趣旨の達成を図るとされており，これにより，本県教育委員会による国際

科学オリンピック講習会が始まった。

その後も，同様の学力向上関連施策である，「めざせ!!Super Studentプロジェクト」（平成27～

30年度），「新未来創造，高校生育成プロジェクト」（令和元年度）の中に継続して国際科学オリン

ピック講習会が組み込まれ，今日に至っている。

また，平成26年には，「徳島県科学技術憲章」が制定された。この憲章の「基本理念」には，「未

来を切り拓く役割を担う『次代の科学技術者』の育成に取り組むこと」が明記され，「教育，研究

機関」の役割として，「子どもたちの理系への興味，関心を高める機会や環境の確保」，「創造力に

溢れ，世界に羽ばたく科学技術分野の人材の育成」が挙げられている。これらの役割を果たすた

めに，国際科学オリンピック講習会の寄与が期待されており，「徳島県科学技術振興アクションプ

ラン」にも「具体的な取組項目」の一つとして記載されている。

２ 各科目の講習会について

現在，国際科学オリンピック講習会を実施している科目は，数学，物理，化学，生物，地学の

５科目である。国際科学オリンピックで扱われる科目である情報，地理については，現在のとこ

ろ実施していない。事業開始の平成24年度は，数学，化学，生物のみ実施されていたが，平成27

年度より物理，地学も実施され，現在の５科目となった。なお，化学については，夢チャレンジ

事業以前の平成20年度より，日本化学会中国四国支部との共催で過去に出題された問題を解説す

る講習会を実施しており，これが他科目での実施のきっかけとなった。化学については，現在も

日本化学会中国四国支部に会場，講師等において支援をいただいている。

以下，平成27年度から令和元年度について，各科目の講習会の概要と参加状況について述べる。

（１）日本数学オリンピック講習会

① 日本数学オリンピックについて

日本数学オリンピックは，国際数学オリンピックへ参加する日本代表選手を選ぶため，日

本国内で行う数学コンテストであり，1990年より開催されている。日本数学オリンピックの

予選は１月に実施される。予選の解答時間は180分である。これにより選抜された約200名を

図３ 高校生夢・チャレンジ事業のイメージ図
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対象として２月に本選が行われる。本選の結果選ばれた20名が代表選手候補として３月の春

の合宿に参加し，そこでのテストの結果等に基づいて日本代表選手６名が選ばれる。日本数

学オリンピックには参加費が必要である。

数学オリンピックの問題と大学入学試験では扱う主題がかなり異なっている。数学オリン

ピックでは，高校で時間をかけて系統的に学んでいる微分積分に関する設問は少なく，初等

的に扱える「初等幾何」，「初等整数論」，「組合せ論」等から多く出題されている。ただし，

ここで使った初等的という言葉は，大きな定理，道具を使わないという意味であり，決して

解くのが容易なことを表す言葉ではない。数学オリンピックの出題範囲について，募集要項

には「前提とする知識は世界各国の高校程度で，整数問題，幾何，組合せ，式変形等が題材

となります（微積分，確率統計，行列は範囲外です）」と記載されている。

② 講習会の概要（日程，内容等）

９月に，２日間の日程で，日本数学オリンピ

ック講習会を実施している。表２に例年の第１

日の日程を示す。会場は徳島大学である。平成

27年度から令和元年度に講義を担当していただ

いた先生方は，徳島大学の片山真一先生，髙橋

浩樹先生（セミナーＡ），蓮沼徹先生，鍋島克

輔先生，白根竹人先生（セミナーＢ）である。

「セミナーＡ・Ｂ」は，それぞれの１日の午前と午後に分けて実施される。セミナーＡで

は，数学オリンピックやその予選で出題された問題を出発点として，その問題の背景にある

数学のなかで，特に「初等整数論」に関する話題について解説する。問題解説を通じて現代

の数学に触れる機会になるようにしている。セミナーＢでは，順列や組合せを含む「離散数

学」に関する問題を扱う。離散数学の基本的な用語と定理を紹介した後に演習を行い，その

解説という流れで進める。問題とその解説を通して離散数学に関連する話題に触れる。両日

とも，参加者が数学に関して興味関心をもつよう，基礎的なことから最先端の研究内容まで，

幅広い内容を扱い，数学オリンピックに参加しない生徒にとっても意義あるものとなるよう

工夫してくださっている。図４～６は講習会の様子である。

③ 参加状況の分析

図７は年度ごとの学年別参加者数を示したものである。「その他」は，高校生以外の参加

者の合計である。これは，私立中高一貫校，県立中高一貫校の中学生のほか，鳴門教育大学

が開講する「ジュニアドクター発掘養成講座」からの参加等による小中学生が該当する。「そ

の他」に該当する児童生徒の学校については，学校数の集計には含めていない。これ以降の

図４ 初等整数論 図５ 組合せ論 図６ 初等幾何学

10:00～10:10 開講式

10:10～11:00 セミナーＡ（50分）

11:10～12:00 セミナーＡ（50分）

13:00～13:10 数学オリンピックについて（10分）

13:10～14:00 セミナーＢ（50分）

14:10～15:00 セミナーＢ（50分）

15:00～15:10 閉講式

表２ 日本数学オリンピック講習会の日程
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他の科目でも同様である。各年度における

参加者総数は50名程度，学年別でみると３

年生の参加はない。これは，実施時期が９

月であり，大学受験が近づいているためで

あると考えられる。１・２年生の内訳は年

度により異なっており，何らかの傾向を見

いだすことはできない。学校数については，

平成27年度は４校と少ないが，他は７校程

度となっている。この５年間に参加したこ

とのある学校の数は12校であり，継続して

同じ学校が参加している傾向がある。

（２）物理チャレンジ講習会

① 物理チャレンジについて

物理チャレンジは2005年の「世界物理年」を機に始まった全国規模のコンテストである。

第１チャレンジでは，「理論問題コンテスト」と「実験課題レポート」が課せられる。「理

論問題コンテスト」は，６～７月に全国一斉に実施され，高校物理で扱う基本的な事項の理

解を前提にした内容が出題される。暗記ではなく，論理的に順序よく考えられるかどうかを

試験するという趣旨から，参考となる資料（電子機器を除く）を試験会場に持ち込むことが

できるようになっている。解答時間は90分である。「実験課題レポート」は，前年度末にテ

ーマが発表され，各個人で実験を行い，６月にレポートを提出する。テーマは，家庭や学校

で身の回りの器具を使って実験できるものが設定されており，特定の機器等を要するもので

はない。なお，第１チャレンジには参加費が必要である。第１チャレンジにより約100名が

選抜され，第２チャレンジに進出する。第２チャレンジは実験を伴う試験が４日間の合宿形

式により行われる。国際大会代表選手は，第２チャレンジで優秀な実力を示した中学３年生，

高校１・２年生の候補者に対して，通信添削や合宿などの研修によるスキルアップを行い，

最終選考（チャレンジ・ファイナル）ののちに５名を選ぶ。

② 講習会の概要（日程，内容等）

２月に１日間の日程で物理チャレンジ講

習会を実施している。表３に例年の日程を

示す。平成27，29，30年度，令和元年度に

講義，実験を担当していただいた先生方は，

徳島大学の小山晋之先生，久田旭彦先生で

あり，会場は徳島大学である。平成28年度については，物理オリンピック日本委員会主催の

事前講習会「プレチャレンジin徳島」と兼ねて開催したため，物理オリンピック日本委員会

より岡山大学の原田勲先生，味野道信先生を講師として派遣していただき，本センターを会

場として実施した。

「課題レポートのまとめ方」では，実験レポートを書くためのデータの取り方やグラフの

書き方などについての講義を行う。物理への興味関心を喚起できるよう基礎的な内容も丁寧

に扱いながら，かつ，物理の魅力が伝わるよう工夫してくださっている。午後の講義，実験

0

20

40

60

80
〔人〕

参
加
者
数

H27 H28 H29 H30 R1

28

11 15

36
25

17

25
28

10
23

11

14
19

高１

高２

高３

その他

図７ 日本数学オリンピック講習会学年別
参加者数及び参加学校数

4学校数 7 6 6 7

5

10:00～12:00 講義 課題レポートのまとめ方（120分）

13:00～14:20 講義，実験（80分）

14:30～15:50 講義，実験（80分）

表３ 物理チャレンジ講習会の日程
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は，斜面を転がる球の運動やばね振り子の運動などの物理的現象を実際に観察し，その背後

にある物理法則について考察するための実験を行う。測定やデータの処理など，実際に手を

動かして体験することにより，事象を科学的に分析することの面白さを感じられるようにす

るとともに，第１チャレンジの「実験課題レポート」だけでなく，科学部，SSH校等での課

題研究にも生かせるようになっている。図８～10は，講習会の様子である。

③ 参加状況の分析

図11は年度ごとの学年別参加者数及び参

加学校数を示したものである。各年度にお

ける参加者総数は20名程度である。学年別

でみると３年生の参加はない。これは，実

施時期が２月であるためである。また，１

・２年生の内訳は年度により異なってお

り，何らかの傾向を見いだすことはできな

い。県内高校生の多くが，高校物理の内容

の多くを３年生で学ぶため，講習内容に配

慮が必要である。学校数については，平成

29年度は２校と少ないが，他は５校程度と

なっている。この５年間に参加したことの

ある学校の数は13校であり，一部継続して

同じ学校が参加しているが，多少のばらつ

きがある。

（３）化学グランプリ講習会

① 化学グランプリについて

化学グランプリは1999年より開催されている全国規模の化学コンテストである。化学グラ

ンプリは国際化学オリンピックの国内予選を兼ねたものである。７月中旬に一次選考が実施

される。一次選考により成績優秀者約80名が選抜され，二次選考に進出する。二次選考は実

験を伴う試験が２日間の合宿形式により行われる。参加費は無料である。国際大会代表候補

については，化学グランプリに参加した中学３年生，高校１・２年生と日本化学会の支部か

ら20名程度が推薦されることとなっている。

一次選考は基礎化学，無機化学，物理化学，有機化学の４つの分野から１題ずつ出題され

る。解答時間は150分である。４つの分野のいずれにおいても扱われる内容は，高校化学の

内容を踏まえてはいるが，教科書のレベルを超えた高度なものとなっている。しかし，ただ

難しいというだけでなく，最新の化学事情に関する内容や教科書のより本質的な理解につな

図９ ばね振り子の運動 図10 光学に関する実験図８ 斜面を転がる球
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がる内容など，高校化学を学ぶ上でも有用なものが多く含まれる。化学グランプリのWebペ

ージには，「問題を一見すると教科書では見たこともない化学式や構造式が出てきて，一瞬

ひるんでしまうかもしれませんが，恐れずにじっくりと取り組んでみてください。普段の学

校の試験や入試問題を解くのとは違った『化学』が体験できるはずです。単に得点を競い合

うだけではなく，参加者にこれまで知らなかった化学の一面に触れる機会を与えたいという

のが『化学グランプリ』の精神です。」とある。

② 講習会の概要（日程，内容等）

６月に１日間の日程で化学グランプリ講習

会を実施している。表４に例年の日程を示す。

会場は徳島大学である。平成27年度から令和

元年度に講義を担当していただいた先生方は，

徳島大学 三好德和先生（有機化学），鳴門教育大学 武田清先生（物理化学）である。

「高校化学」は本センター指導主事が事前学習としての実験，講義を行う。実験等の体験

を踏まえて基礎的事項を理解するようにしており，高度な内容への学習意欲や興味関心も高

めるねらいがある。「物理化学」，「有機化学」は大学の先生方による講義であり，主として

前年度の１次選考問題の解説を行う。ただし，単にその内容を説明するにとどまらず，興味

関心を高めるため，実生活や社会とのつながりを重視するなど工夫してくださっている。ま

た，それぞれの専門分野について直接話をしていただくことで学術的な雰囲気が感じられる

ことや，大学以降で学ぶ化学の内容を高校生に提示し，化学の面白さや素晴らしさを伝えて

くださっている点が参加者にも好評である。図12～14は，講習会の様子である。

③ 参加状況

図15は年度ごとの学年別参加者数を示し

たものである。各年度における参加者総数

は50～80名程度，学年あたり概ね20名程度

であり，何らかの傾向を見いだすことはで

きない。県内高校生の化学履修者は他の科

目に比べて多いが，履修時期にはばらつき

がある。１年では履修していない生徒も多

く，配慮が必要である。学校数については，

平成28年度は４校と少ないが，他は７校程

度となっている。この５年間に参加したこ

とのある学校の数は12校であり，継続して

同じ学校が参加している傾向がある。

図14 有機化学図12 高校化学の実験 図13 無機化学
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10:00～12:00 講義，実験 高校化学（120分）

13:00～14:20 講義 物理化学（80分）

14:30～15:50 講義 有機化学（80分）

表４ 化学グランプリ講習会の日程
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（４）日本生物学オリンピック講習会

① 日本生物学オリンピックについて

日本生物学オリンピックは2008年より開催されている全国規模のコンテストである。７月

中旬に予選が実施される。予選により約80名が選抜され本選が行われる。本選は実験を伴う

試験が４日間の合宿形式で実施される。参加費は無料である。国際生物学オリンピック日本

代表候補には，日本生物学オリンピック本選を経た高校２年以下の約15名により行われる代

表選抜試験により４名が選ばれる。

予選の出題範囲は細胞生物学，植物解剖学と生理学，生態学，動物解剖学と生理学，行動

学，遺伝学及び進化学，生物系統学である。解答時間は90分である。高校生物で習う内容の

範囲を踏まえた出題となっているが，大学入試問題とは傾向が異なり，生物学における基本

的な考え方が求められる考察問題が出題の中心となっている。ただし，基本的な知識問題も

出題されるため取り組みやすい。国際生物学オリンピック日本委員会のWebページには「生

命のもつ面白さや不思議さを堪能し，君の生物学を世界で深めよう」とある。生物好きの生

徒に活躍や交流の場を与えることが大会の主目的である。

② 講習会の概要（日程，内容等）

６月下旬に１日間の日程で，日本生物学オリ

ンピック講習会を実施している。表５に例年の

日程を示す。会場は徳島大学である。平成27年

度から令和元年度に講義を担当していただいた

先生方は，鳴門教育大学の米澤義彦先生（植物

学），徳島大学の渡部稔先生（遺伝子工学），

佐藤征弥先生（植物学），松尾義則先生（遺伝学）である。

「高校生物」では，本センター指導主事が日本生物学オリンピックに関連する高校生物で

の学習内容についての実験，講義を行う。高校生の理解度や実態に応じた実習や解説を行う

ことができるため，参加者の意欲を高め，理解を深めることができる。「遺伝子工学」，「植

物学」，「生態学」，「遺伝学」は，大学の先生方による講義であり，前年度実施された予選

の問題の解説を行っている。継続して担当していただいているため，生徒の実態をよく把握

してくださっている。事前に過去に出題された問題に取り組んだ生徒から講習会で解説を聞

いたことでより深く理解できたとの感想もあるなど好評である。また，それぞれの先生方に

自身の専門分野の解説をしていただくことにより，生物学の本質的な雰囲気がよく伝わるも

のとなっている。図16～18は講習会の様子である。

③ 参加状況

図19は参加者数を学年別の内訳とともに示したものである。各年度における参加者総数は，

図17 遺伝子工学図16 高校生物の実験 図18 植物学

10:00～12:00 講義，実験 高校生物（120分）

13:00～13:50 講義 遺伝子工学（50分）

14:00～14:50 講義 植物学，生態学（50分）

15:00～15:50 講義 遺伝学（50分）

表５ 日本生物学オリンピック講習会の日程



― 23 ―

平成29年度からは50名程度である。平成27

年度が少ないのは，化学と同時開催であっ

たためである。学年別でみると，他の教科

に比べ，比較的３年生の参加が多い。高校

で生物を学んで興味をもち，より深く学び

たいと考える生徒が多いためであると考え

られる。学校数については，平成27年度は

少ないが，他は５～８校程度となっている。

この５年間に参加したことのある学校の数

は14校であり，一部継続して同じ学校が参

加しているが，多少のばらつきがある。

（５）日本地学オリンピック講習会

① 日本地学オリンピックについて

日本地学オリンピックは2009年より開催されている。12月に予選が実施され，中学３年生

から高校２年生の約60名が選抜され本選が行われる。本選では記述試験と標本鑑定が行われ，

３日間の合宿形式で実施される。参加費は無料である。国際地学オリンピック日本代表は，

日本地学オリンピック本選の成績優秀者約10名により行われる２日間の代表選抜試験により

４名が選ばれる。

予選では高校の「地学基礎」を中心に出題される。解答時間は120分である。教科書を学

習すればある程度の内容をカバーすることができ，取り組みやすいが，単なる暗記問題では

なく，地学の本質に触れられるように工夫が凝らされている。地学オリンピック日本委員会

のパンフレットには「気象データから天気を予想する問題や，温泉の泉源の写真を見て解説

文を完成させる問題，地球を太陽から遠ざけたときの地表温度の計算などユニークな問題が

出題されます。タイムリーな地球，惑星，天文科学の科学成果を取り入れた問題に触れられ

るのも魅力の１つです。」とある。

② 講習会の概要（日程，内容等）

11月に１日間の日程で日本地学オリンピック

講習会を実施している。表６に例年の日程を示

す。会場は徳島大学である。平成27年度から令

和元年度に講義を担当していただいた先生方

は ， 徳島大学の村田明広先生（固体地球），

伏見賢一先生（天文宇宙）である。

「固体地球」，「天文宇宙」は大学の先生方による講義である。主として過去に実施され

た予選の問題の解説を行っている。実物の標本を観察したり，ICT機器を活用した提示を行

ったりするなどの工夫により参加生徒の興味関心を高めるようにしてくださっている。「高

校地学，海洋気象」では，本センター指導主事が講義，実験を行う。高校生の興味関心を高

める観察，実験を織り交ぜて解説を行い，理解の定着を図っている。図20～22は講習会の様

子である。
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表６ 日本地学オリンピック講習会の日程

10:00～12:00 講義 固体地球（120分）

13:00～14:20 講義 天文宇宙（80分）

14:30～15:50 講義，実験

高校地学，海洋気象（80分）
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③ 参加状況

図23は参加者数を学年別の内訳とともに

示したものである。各年度における参加者

総数は10名前後である。参加者数が少ない

のは，地学履修者が少ないためであると考

えられる。学年別でみると，２年生がやや

多く，３年生の参加はない。実施時期が他

の教科に比べて遅く，受験が近いためと考

えられる。また，比較的２年生が多いのは，

地学基礎を履修して興味をもった生徒が参

加しているためであると考えられる。学校

数については，例年２・３校となっている。

この５年間に参加したことのある学校の数

は５校であり，同じ学校が参加しているこ

とが多い。

３ 参加状況についての分析

図24は，平成27年度から令和元年度までの国際科学

オリンピック講習会について，参加者ごとの参加回数

を調査し，それぞれの参加回数の人数の全参加者(644

名）に対する割合を示したものである。１回が76.9％

と最も多いが，２回以上の複数回についての割合の合

計は23.1％であり，一定数の生徒が複数回参加してい

ることが分かる。本調査では平成26年度以前と令和２

年度以降の参加を含めていないため，実際の複数回参

加者はさらに多いと考えられる。講習会はすべて休日

に実施され，本人の希望により参加するものであるた

め，参加者はある程度の意欲と主体性を有するものと

考えられる。

図25は，複数回参加者について，参加した年度数，

参加した科目数を調査したものである。年度数は２年

が63.1％と多く，２・３年を合計すると78.5％である。

科目数については，２科目が54.3％と多く，２・３科

目を合計すると59.7％である。このように，複数年度

にわたる参加と複数科目参加がともに多い。
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図25 複数回参加者の年度数と科目数
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図24 国際科学オリンピック講習会
参加者の参加回数(H27～R1)
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図26は，複数科目参加者の参加形態をまとめたも

のである。「１科目に複数年参加」が40.3％と最も

多い。このような生徒は，特定の科目に対して強い

興味関心があり，その科目の講習会に複数年にわた

って継続して参加しているのではないかと考えられ

る。「複数科目に複数年参加」も38.2%とそれに次

いで多い。理数分野において科目を限定せず，幅広

く興味関心をもっている様子がうかがえる。

図27は，複数科目参加者の参加した科目を示した

ものである。「数学と化学」，「数学と物理」を合わ

せると過半数を占めており，数学参加者が理科に対

しても意欲的であることが分かる。これは，理数分

野を横断的に探究できる人材が求められている現

在，好ましい状況であると考えられる。「化学と生

物」，「物理と化学」がそれに続いて多いが，数学

との組み合わせにくらべると少ない。理科について

は，特定の１つの科目を得意科目としており，その

科目に対して特に興味関心が高い生徒が多いためで

あると考えられる。また，少数ながらも３科目参加

した生徒もおり，幅広く興味関心をもつ探究心旺盛な生徒なのではないかと考えられる。

国際科学オリンピック講習会の参加生徒のうち一定数は，休日に実施される行事に複数回参加

するなど，理数分野への高い意欲をもつ生徒である。複数回参加者の参加形態や参加した科目を

分析すると，理数分野を横断的に探究できる可能性のある生徒や，数学・理科の特定の科目に対

して特に興味関心が高い生徒，また，幅広く興味関心をもつ探究心旺盛な生徒などの存在がうか

がえる。このような生徒は，「徳島県科学技術憲章」にある「未来を切り拓く役割を担う『次代

の科学技術者』」となり得る人材であると考えられる。

４ 本県からの国際科学オリンピック国内大会参加者数及び本選進出者数

図28は，平成23年度から平成30年度までの本県からの国際科学オリンピック国内大会参加者数

及び本選進出者数を示したものである。参加者数

については図１の全国的な参加者数の推移と同様

に増加傾向にある。本選進出者数については，国

際科学オリンピック講習会との直接の因果関係は

ないと考えられるが，一定数が進出するようにな

ってきている。理数分野への高い意欲をもちつつ

も国際科学オリンピックとの関わりのない潜在的

な生徒はまだまだ存在すると考えられる。今後と

も，国際科学オリンピック講習会の開催により，

そのような生徒の科学技術体験の機会と，活躍・

交流の場を提供していきたいと考えている。
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図27 複数科目参加者の参加した科目
科目名は先頭１文字で省略して示しており，「数化」は数学

と化学へ参加したことを示す。
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Ⅳ 研究の成果と今後の課題

１ 本研究における成果

（１）本県が実施している国際科学オリンピック講習会について，各科目における講習内容等につ

いて概観し，その意義等を確認することができた。

（２）国際科学オリンピック講習会の参加生徒のうち一定数は，複数年にわたって継続的に，ある

いは複数の科目にわたって幅広く参加している状況が明らかとなった。このことから，この講

習会が，理数分野への高い意欲をもつ生徒にとって重要な科学技術体験の機会となっており，

科学技術人材の育成に寄与している様子がうかがえた。

２ 本研究における今後の課題

（１）講習会への参加がない学校に向けた広報を行い，より幅広い生徒への学習機会の提供を図る

必要がある。

（２）学校での教育内容と国際科学オリンピックで扱われる内容の関連についての調査・研究を行

い，効果的な連携を図る必要がある。

Ⅴ おわりに

国際科学オリンピック講習会が，理数分野への高い意欲をもつ生徒にとって魅力的なものとなっ

ている理由として，各科目で扱われる内容の良さに加えて，講師の先生方による講義の魅力が大き

いと感じている。国際科学オリンピック出題問題を一つの題材としながらも，単に問題を解説する

にとどまらず，現在学んでいることと大学以降で学ぶこととのつながりを提示し，専門分野の面白

さや素晴らしさを伝えてくださっており，高大接続という点でも意義あるものとなっている。この

講習会をはじめ，日頃より県内理数教育振興のため多大なる尽力をいただいている徳島大学，鳴門

教育大学の先生方に，深く感謝の意を表します。
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